
参加表明者Ａ様式 13　評 価 テ ーマ 等 に 対 する 技 術 提 案 （公 表 用 ）

（評 価 テ ーマ 1）被 爆建 物とし て の 適 切 辱 保 存　　 ｜ （評 価 テ ーマ 2）平 和 に関 する 研 究 拠点 等として の 活 用
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学 都 広 島 を 象 徴 す る 建 築 め ｢被 爆 ゐ 実 相 1を 伝 え る ノ
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国 際 会 議 等 に 対 応 で き 、東千 田 公 園 の 焦 点 と な る「未 来 に 向 け た 知 の 拠 点 」
導入機能を十二分に発揮できる諸室の規模･配置･動線確保の方針

森 戸道路と 爆心 地を 意識した施 設構成 ､バリアフリー動 線の整備

森戸 道路 （学 都広 島の景 観軸）・正面玄 関・中 央階 段による中 心

軸上 に国 際会議室 （大 会議室 ）、大講 義室 や交流ラウンジを象 徴的

に配 置し、他 の諸室と連携しやすい計画とします。

増築 部分は 爆心 地・原 爆ド ーム 方『句（被 爆の歴史 軸）を 意識した

建築形 態・空 間とし、バ リアフリー対 応 の北 玄関、エ レ ベータ ー・

WCを 設けます。

国際会 議等 に対応するため の諸室 計画

150人 規 模の国 際会議 や学会を 想定して講 義室・会 議室等 の 規模

を 設定します。そ れ以 上 大 規模な 場合 や食事 会場 につい ては広 島

大学 東千田 キャン パスとの連携を 提案します。

「追 想 の デ ッ キ 」 外 壁 補 修 ：解 体建 物 の
スｙyン 割 りを 継 承 」爆已̀地 方向 を 望 や j」.1:破 輝９こ 冖 肛 .だ 夕呻 タ イ J9姿 を 再 現

保存 部分

|外壁の 損傷部分の補修を
行うとともに 、被 爆後の

外壁の姿 を再現します。

増築 部分

保存部分を際 立たせる 現

代的 な デ ザ イ ン と しま

す｡ま た ､躯 体 の 一 部残

置や 外構舗装で|日理学 部

１号 館の Ｅ型の 建物形状 、

の記 憶を 継承しま す。１
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歩 行 者 通 路
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被 爆後 の 北 面 タ イ ル 剥 落
生 垣

「記 愍 の テ ラ ス 」

爆 心地 方 向 を

示 す 建 築 形 態
森 戸道 路 と 旧 理 学 部 １号 館

の 正面 性 に よ る 象 徴 的 景 観
外構 舗 装 ：ら

Ｅ型 の建 物 刪 犬の 記 憶 を 継 ;
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図 11-1-① .施 設 ･外 棡 刪 蓊の 全 体イ メ ージ

解体予 定部分の外壁タイル ,根 廻り 石な ど被爆前から残る 部材の解体 ･活用方法
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中央

階段保存 部分の玄 関ホ ール の他 ､諸室や廊下などの 雰囲 気を 残すことができる 改修方法

内 部 改 修 の 基 本 方 針

躯 体 劣 化 調 査 前 に 諸 室 や 廊 下 の 現 況 図 面 を 作 成 し ．価 値 の 所 在 を

明 確 化 し た う え で 改 修 し ま ま

表 11-1-② .価 値 を 評 価 する うえ で の ３つ の着 眼点

歴 史 的 内 部 は 被 爆時 に ほと んど焼 失し ている の で、被 爆 建 物とし ての 傷 跡 の

価 値 所 在、戦 後 復 興 の 歩 みに お い て大 学 として 使 わ れ た 中 で の 出 来 事 、

エ ピソ ード 等 に 由来 する 価値 を 文献 調 査し、そ の価 値 や 記 憶 を 継承し

ま す。

建 築 的 意 匠、技 術 上 の 価 値 を 再 検 証し た うえ で、各 部 位 の 意 匠 保 存 （復 元

価 値 を 含 む ｡）を 行い ま す。

保 存 玄 関 ホ ール を含 め 、価 値 がある 部 分 がどこに 良 く残っている か 確 認し 、

状 況 現状 保 存する 部 分を 明 確にします。

雰 囲 気 を 残 す 各 部 の 改 修 計 画

焼 失 を 免 れ 、被 爆 の 傷 跡 が 残 る 玄 関 ホ ール ・中 央 階 段 は 表 11-1-② に

示 す ３つ の 価 値 が 重 な る 空 間 な の で 現 状 保 存 し ま 寃 他 の 部 分 は 内

装 復 元 とし ま 毟

表 11-1-③ .主 要部 分 の改 修 方 針

ゼ ミ 室 Ａ　院 生 室 セミ ナ ー室 院 生 室 予 備 室 ゼミ 室 Ａ

デ ジ タ ル メ デ ィ ア研 究 室 ＆　研 究 室 ＆

爆 心 晧 ゼ ミ 室 Ａゼ ミ 室 Ｂ
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民間
所 有 地

外 壁 ｏ損 傷 部 分の 張り替え ：主 に パラペ ット付 近 や窓 周り等 に　 、

タ イ ル 見ら れる 傷 ん だ タイ ルや 脱落し て いる 部 分 の 張 替え に 活 用

ヨ

しま す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溯 ･ヽ

ｅ被 爆後 の姿 の 再現 ：被 爆直 後に はタ イル が残っ てい たも の の、そ の

僥 撤 去さ れ た部 分 に つい ては 写真 等 の 資 料を 基 に採 取し たタイル を

使って被 爆直 後 の姿 の 再現をしま す｡そ の た めに 保 存範 囲 の一 部見 直し

（図 11-1-④ 参 照）を 提案します。

根 廻 り ｏ損 傷 部 分 の 補修 ：損 傷 部 分 の 補修 に 活 用しま す。

石 材 ｅ「記 憶 の テラス」へ の 活 用 ：Ｅ型 の 建物 形 状 の 記 憶 を喚 起 する 「記

憶 の テラ ス」の 腰壁として生 かすととも に、再 加工 してテラスの 床 材 に

活 用しま す。

０外 構 仕 上 げへ の 活用 ：駐 車 場 から北 玄 関 への アプロ 一 チ や 駐 車場

の一 部の 舗 装 材として 活 用し ます。

○人 造石 として内 装に 活 用 ：採 取 時 に 破 損した 石 材は ．砕 石 化し て

人 造 石 （テ ラソ ー）の 種石として、１階 休 憩 場 ・ラ ウン ジ 等 の 床 仕 上

げ 材 に活 用しま す。

躯 体 の 基 礎 ・１階 床、柱 （Fレ フ00ま で）、外 壁 の 腰 壁 部 分を 残 置して 「記

残 置 憶 の テラ ス」と する 等 、Ｅ型 の 建 物 形状 の 記 憶を 継 承しま す。

図 11-1-③ .森 戸道 路と 爆心 地 を 意 識し た構 成
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研 究 室 バルコニ ー研 究室 管理運営の近くに配置

玄 関 柱・壁 の 大 理 石 、中 央 階 段、床 タイ ル．玄 関

ホ ール 孱周りの 欄 間・袖 窓 は 現 状 保 存し、玄 関 扉 の 飾

り金物（右 写真 ① ）の再設 置 を 提案しま す。

諸 室 ｏ諸 室 の 壁 ：３タ イプ の デ ザ イン が ある の で 、

各 タイプ の 室を 各々の 場 所 に 復元しま す。

（右 写 真 ② ③ ④）

ｅ窓 サ ッシ ：劣 化 が 著しく、窓 取り合 い 部 の 橘

造体 の劣 化 も 進 行してい るの で 再 製 作し、全 面

取 り換 えとします。（右写 真 ⑤）

廊 下 各 室 の 入り囗 扉と窓 が 並ぶ 特徴 的 な 姿を 再 現し

ま す。（遮 音 性や 内 装 制 限 等 に 配 慮 ｡）天 井 は 、

焼失 後は 特 徴 がな い 意 匠な の で 構 造 体を 現しと

し 設 備 は 露 出設 置としま す。

増築 部 分 から 吹抜 け を 介して保 存 部 分の ３層 に
そ の 他

わたる 諸 室の 姿 が一望 で きる 計画とします。

（図 11十 ⑥ 参 照）

既存 建 物の 復 元 図 面 や収 支 事 記 録 (動 画を 含鬼 詰 恋ど ;

"存を 行 い .展 示 に活 用 し ま す 。

図 11-1-⑤ .ギ ヤう り ーか ら 見 た増 築 部分 の イ メ ージ

吹 抜 け に 面 し て

保存 部 分 の ３層

にわ た る 諸 室 の

壁 面を 一 望 で き

ま す。
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図 11-1-④ .各 階 の 諸 室 配 置 イ メ ージ

技術提 案 者 名 株式 会 社 山下 設 計 関 西支 社図 11-1-② .「記｣憶の テ ラ ス jと 北 玄 関 ま わり の イメ ージ 図 11-1-⑥ .図 書涓 料室 から 見 た保 存 部 分の イ メ ージ



参加表明者Ｂ
様式 13　　評 価 テ ーマ に 対 す る 技 術 提 案（公 表 用 ）

「（評価 テ ーマ 1）被 爆建 物 と し て の 適 切 な保 存」及 び 「（評価 テ ーマ 2）平 和 に 関 す る 研 究 拠 点 等 と し て の 活 用 」に つ い て の 提 案

評価テーマ1:被 爆建勧としての適切の保存
１：過 去 か ら 未 来 へ つ な が る 年 譜 と し て の 保 存 ～建 物自体 が知 の拠点とし ての 情報メディ ア ～

評価
テーマ2:平 和に関する研究拠点等としての活用

２：「知 の 広 場 」を 中 心 と し た 研 究 ・教 育 の 交 流 ・循 環
所長 室キッチ ン ・ラ ウンジ保 存 棟 と新 築 棟 で 囲 ま れた 中 庭 に 「知 の 広場 」

と 「交 流 テラ ス 」を 設 け ま す。

研 究 者 や市 民 、観 光 客 な ど 様 々な 人 た ち が 訪

れ る 広 場 から は、「教 育 機 能 ・研 究機 能 ・情 報

発 信 機能 」か ら な る 多 様 な 活 動を 一 望 す る こ

と が で き 、新 た な 知 が 創 発 的 に 生 み 出 さ れ、

未 来 へ つな が る 平和 の「知 の 循環 」を作 り ま す。

保存 改 修 にあ た リ 旧 理 学 部 一 号 館

を、｢か つ て の 学 都 広 島 と し て の

歴 史 ｣～｢『物 言 わ ぬ 証 人 』と し て

の 被 爆 建 物 ｣～｢未 来 へ 向 け 平 和 を

目指 し知 を 創造 する 場 ｣と い う 過

去 から 未来 へ 続く 時 間 軸 の 中 に位

置づ け ま す。こ れら の 異 な る 位 相

が共 存 する よ う に保 存 ・改 修を 行

う 事 で 未 来 へ 被 爆 の 実 相 を 伝 え 、

平和 に 向 か う新 た な 知 が剔 出 ・蓄

積さ れ循 環 す る場 を 目 指 し ま す。
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エ リ ア 形成 を 行い ま す。正面 部 分を 確 実に 保 存 する た めに 解 体部 分 を 活用 しま す。割 れ た タイ ルも 全て 活 用 しま す。

「保 存 箇所 の 補強 と 改修 の た めの 調 査」と 「歴 史 を伝 え る一 次 資 料と し て の保 存」を 行 い ま す。 滷 諭 一叱 _
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テーブ ル 広 場

ピロ ティ

再
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能

一 部試 験 的 に解 体を 行 い 保 存部 分 の 改修

計画 に 反映 しま す。

【構 造 】資 料 の 乏 しい 基 礎 部 分 は、解 体

部を 確 認 して 補 強計 画 に つな げ ま す。

【ス ク ラ ッ チ タ イ ル 】だ んご 張 リ の現 状

に 合 わ せ た 撤 去 方 法 を 選 定 す る と と も

に、タ イ ル の状 態も 精 査 し、活 用 可能 な

タ イル の数 量 と 活用 方 法を 把 握 しま す。

【花 崗 岩 ・擬 石】経 年 劣 化 が進 んで い る

内 外の 石 材 によ る 仕上 げ 部 分は 、解 体 部

分 で試 験 施 工を 行い 表 面 処 理方 法 の 選 定

に役 立 てま す。

外 壁 タ イ ル は ウ ォ ータ

ジ ェ ツ ト エ 法 に よ リ 再 利 用

で き る形 で 躯 体 から 剥 がし、

裏 側 の モ ル タ ル を 除 去 し た

上 で、保 存 棟 の 補 修 が 必 要

な 箇所 に 移 設 しま す。

余 つた 部 材 に つ い て は 、将

来 的 な 補 修 を 想 定 し、敷 地

内 で 蛇 籠 ベ ン チ に す る な ど

市 民 の 目 と 手 に 触 れ る 形 で

保 管 しま す。
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･ヽ料 と し て 利 用 す る

裙糜 を 出さない活 用手法

い べ
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明快 か つフ レ キ シブ なセ キ ュ リ ティ 計 画を 行 うこ と で、適 切に 閉 じ つつ 地 域に 開い た研 究 ・交 流 の 場と し ま す。
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；ド ‾l‾ﾗ０　ビ ュ ーイ ン グ ･ラ ウ ン ジ な ど )が 交 流 の き つ

ｌに　 tuI”4か け を 積 極 的 に つ く り ま す 。時 に は 組 織 の

：ぷ
厂 ７　垣

根 を こ え 、市 民 や 研 究 者 同 士 が 連 携 し や

よ　　　　　　 ．__．．．．．．．一 一．．．一一 Ｉ･■－■-¶･ ･-

割 れて し ま っ たタ イ ル は 骨材

と し て床 ・壁 の仕 上 げ に 混 ぜ 響
に ク ル ーピ ン ク し、多 様 な セ キ ュ リ

テ ィ ・ラ イ ン の 設 定 を 容 易 に し ま すｊＥ

そ れ に よ り 来 訪 者 エ リ アと 関係 者 エ リ

アを 変 化さ せな がら も 明 確 に 区 分 で き ､工し

イ ベ ン ト 時 に 研 究 エ リ アを 一 部 開 放 す 情報
一 一

タイ ル の 裏足 処 理 など 安 全 に行 え る 作業

で は、定 期 的 な 市 民 ワ ーク シ ョ ッ プ

（WS）を 行 い ま す。WSを 行 う こ と で、

タイ ル の 積 極的 な 利活 用 、被 爆 建 築に 対

する より 深い 理解 に つな げ ま す。

込 ん だり 、教 室で 使 わ れ てい ．砕石41ぜ ぶ

た テラ ゾ ーの カ ウン タ ーを 広 ダ

無 坦 坦 臨サ ]百万
襭 ヵ動 線 階 段 す い 環 境 と し ま す 。活 動 や 研 究 成 果 を 発 信

新 た ;
・　』・　■－’-¶,・　･･』・‾･㎜ ■‾●f弌 ９竰 ベンチ しや すい よ うに、発 表 、共 有 でき る 場 を 建

物 内 外 に 設け ､知 の循 環 ､交 流を 促 し ます。

研 究
テ ラ ゾ ーカ ウ ン タ ー

曚 本部 材 の 孀 亢い 活 用 る等、フ レキシブルな対応が可能でず 管ﾌｷｭﾘ野 ぷ ?j-ジ
交 充のきっかけ イメージ1-② :適 材適 所の 技 術に より かつ ての 校 舎の 佇ま い を 確 実 に 残 す

多 様な 技術を 総合 的 に検 討 し 部位 と 状況 に 合 わ せて適 切 な 手法 を 選択 し ま す。よ り多 く のも のを で き る だけ 現 物 で残 す こと を 目 指し ま す。 広 い視 点 の配 慮 で、玄 関 ホ ール 、廊 下を は じ め、各 所 の雰 囲 気を 残 し ま す。

【玄 関 ホ ール 】柱 の 大 理 石 は 補修 の 上 、溌 水 剤 等 の 表

面 処理 を 行 い ま す。森 戸 道 路側 正 面 入口 は、タ イル や

建 具な ど 既 存 の 意 匠を 残 し た ま ま、空 調 管 理 用 に室 内

側 に 自動 ドアを 設 置し ま す。

【廊 下】構 造 補 強を 室 内側 で 行 うこ と で 、腰 壁 や 趣の

あ る建 具 は補 修 し た 上で 活 用 し 廊 下の 雰囲 気 を保 存 し

【ス ク ラ ッ チ タ イ ル 】 剥 落 の 恐 れ の あ る 箇 所 は 、ｱﾝｶｰﾋﾟ ﾝニ ﾝｸﾞ 【躯 体 】保 存 棟 と 新築 棟 は 構 造 的に 分 け ま す。室 内 に お ける 壁 の 増 厚 ・

増 設 によ る 補 強 と する こ と で保 存 棟 ･廊 下の 従 来 の 雰囲 気 を 残 しま す。

モ ザ イ ク 補 強 ・断 熱 後 に

｜タ
イ ル 造 作 類 を 再 設 置 ･

－一 一　 、 工 法 、ｽﾗ|卜 注 入 等 に よ リ 補 強 し、補 修 箇 所 は 解 体 し た 校 舎

の タ イ ルを 再 利 用 す る こ と で、新 規 で タ イ ルを 複 製 せ ず、被

爆 時 から あ る 現物 を 活 用 し ま す。大 き く タ イ ル が 剥 離 して い

る 箇 所 は、強 化 剤 の 塗 布 な どに よ リ 安 全 性を 確 保 の 上、歴 史

の 履 歴 と して保 存 する こ と を 含め ､協 議 し な がら 決 定 し ま す。

【玄 関 積 柱、根 廻、バ ル コ ニ ー】補 修 の 上 、含 浸 性 の 強 化 剤

や 溌 水 材 など を 塗 布 し ま す 。使 用 材 料 は解 体 部 で 試 験施 工 を

祟【新 築棟 と の 接 続 方法 】新 築 棟と の 間 に は 吹抜

け を 設 け ま す。保 存 棟 と 新 築 棟 の 接 続 部 は

EXp」を 設 け た ブ リ ッ ジ 等 で つ な ぐ こ と で

EXp」の 箇 所 が限 定さ れ 、保 存棟 に 負 荷を かけ

な い 構造 と し ま す。

【基 礎】ボ ーリ ン グ 調 査 を 行 つ た 上 で 必 要 と

な っ た 場 合 は、建 物 内部 から 施 工 可 能 な 地 盤

改 良 方 法 で あ る 高 圧 噴 射 撹 拌 工 法 等 に よ り 、

大 規 模掘 削 を 行 わな い 液 状 化対 策 を 行い ま す。

【コ ン クリ ート 】外 壁 の 室 内側 と 屋 上 の 床梁 部

分 等 、外 気 に 接 す る 部 分 を 中 心 に 躯 体 の アル

カ リ 性 を 回 復さ せ ま す。工 法 の 選定 で は、既

存 の 雰囲 気 を 損 なわ な い よ う配 慮 し ま す。

ま す。設 備 メ イ ンル ート を 諸 室側 に する こ と で、廊 下 ｊ

の 雰囲 気 を 損 ない ま せん ｡サ イ ン 計 画 でも 配 慮 し ま す。

【諸 室】当 初 の 仕 上 げ の ま ま と さ れ て い る 事 務 室 や 研

究 室の 意 匠 を 踏 襲 し、学 舎 の 雰 囲 気を 再 現 しま す。外

せ る造 作 類 は、構 造 補強 ･断 熱 施 工 後 に再 設 置し ま す。

【階 段】中 央 の 階 段 の 建 具 や ブ リ ッ ジ 的 な佇 ま い を 活

か した 構 成 と し ま す。両 翼 の 階段 は空 間 的 な 特 徴の 一

つ でも あ り 、既 存建 物の 廊 下 と の 繋 がり な ど 、存 在 感

や デ ザイ ン を 踏襲 する こ とで ､そ の 特 徴を 継 承 し ま す。

行４覦 jよ ‾‾幽当 時汕 岫 三一琵 畄 滷 晏含り 貿i
検 討 し ま す。

【サ ッ シ 】既 存 サ ッ シ の 割 り 付 け を 踏 襲 し た ア ルミ サ ッ シ に

交 換 し 建物 の 性 能 を 確 保 し ま す。既 存 撤 去 の 際 に は、窓 ま わ

り の 躯体 の 補修 を 行い 漏 水 対 策を 施 し ま す。

【1大丿嘉 托涵 糴 ぷ 袋 盲 ﾐ隘 祠 鬲 。。Ｈ４鱧
＿壁 賺 こ 蒼 勁 し

耐震補強イメージ
使 用さ れて い る も のを 参 考 に 復元 し ま す。
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